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    Spiny mice are useful in regenerative research and as a model for precocial animals. In the present 
study, we investigated the taxonomic status of the Aco strain, which is derived from spiny mice of an 
unidentified species.  Although this Aco strain has been tentatively considered A. cahirinus species, it was 
distinguished from this species based on conventional and G-banding chromosomal patterns of this strain. 
Subsequently, we determined the nucleotide sequence of the mitochondorial gene cytochrome b (Cyb) and 
constructed a molecular phylogenetic tree. We found that the Aco strain belongs to the same clade as A. 
dimidiatus. Based on this molecular analysis, we concluded that the Aco strain of spiny mice should be 









力が高いことが報告されている（Seifret et al. 
2012）。また、生まれた時点で成長が進んでい
る早成性の動物でもあり（Brunjes 1989; Brunjes 
1990; Ratnayake et al. 2014）、再生研究や早熟性













ため、A. dimidiatus が A. cahirinus の一亜種に分
類されるなど、種の境目が明確ではなかった




は別種と扱われるようになった（Kunze et al. 
1999; Volobouev et al. 2007）。 
 岡山理科大学で維持しているトゲマウス
Aco 系統は、1998 年に他の研究室から“A. 
dimidiatus”として譲渡されたものを基として
いるが、導入当時は、上述のように種の分類が













図 1 トゲマウス Aco 系統の外観 
 
材料および方法 











データベースより A. cahirinus と A. dimidiatus
の Cytb 遺伝子および前後の塩基配列情報
（ND6：NC_020758.1、tRNA-Glu：NC_020758.1、

















（Kumar et al. 2016）。系統樹に加えた Acomys
属種の塩基配列情報は、A. airensis（Z96053.1
および 96052.1）、A. cahirinus（Z96051.1、
AJ233953.1 、 AJ012017.1 ）、 A. cilicicus
（ AJ233957.1 ）、 A. dimidiatus （ Z96062.1 、
Z96061.1、Z96060.1、AJ010554.1、AJ010555.1、
AJ233959.1、AJ233958.1）、A ignites（Z96063.1、





 Aco 系統の染色体数は 2n=38、腕の数は 70
（FN=70）であり、メタセントリック型染色体











図 2 Aco 系統の通常染色体核型 
1〜16 番目までがメタセントリック型染色体、17 と 18




Aco 系統のミトコンドリア DNA cytochrome b
遺伝子の塩基数は 1,141 bp であり（DNA Data 
Bank of Japan の登録番号は LC217315）、解析し
た 2 個体間の塩基配列は全く同じ配列であっ
た（図 3）。得られた Aco 系統の塩基配列デー
タと NCBI データベース上の Acomys 属 7 種 18
地域の配列データを用いて分子系統樹を作成
した結果、Aco 系統は、A. dimidiatus のクレー





















Aco 系統の通常核型を文献（Kunze et al. 
1999; Volobouev 1996）と比較したところ、本
系統は、染色体数（2n）や染色体腕（FN）の数
は A. dimidiatus のもの（2n=38、FN=70）同じ
であり、A. cahirinus のもの（2n=36、FN=68
とは異なっていた。さらに、染色体核型 G分染





Aco 系統は A. cahirinus 種ではないことが判
明した。一方、ミトコンドリア DNA の Cytb 遺
伝子をもちいた塩基配列の解析では、Aco 系統
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